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【王として生まれたイエス】 

マタイによる福音書 2章 1-2節 

1 イエスは、ヘロデ王の時代にユダヤのベツレヘムでお生まれになった。 
そのとき、占星術の学者たちが東の方からエルサレムに来て、  
2言った。 
「ユダヤ人の王としてお生まれになった方は、どこにおられますか。 

わたしたちは東方でその方の星を見たので、拝みに来たのです。」  
＊＊＊＊ 

イエス様の誕生についてはマタイによる福音書とルカによる福音書に記録されているのですが 

ルカの福音書の記録によれば、マリアもヨセフも宿屋には泊まれず、結局イエス様は 

布に包まれて飼い葉桶に寝かされたことが書かれています。 

しかしマタイの記録では遥か遠い東の国から占星術の学者たちがわざわざエルサレムを 

訪問してヘロデ王に面会し、そのとき、イエス様のことを「ユダヤ人の王として 

お生まれになった方は、どこにおられますか、その方の星をみて拝みに来たのですが」と尋ねています。 

際どい質問だと思います。 

 

でも、この占星術の学者たちの意識の中には神がこの地上の人たちのために、愛をこめて 

救い主を送り、その方は「王」なるお方なのだという思いが強くありました。だからこそ 

礼拝のための旅に出たのでしょう。 

 

神のもとから「王が来た」「王が送られてきた」「王が派遣された」ということは、その出来事自体の中に「希

望」「救い」「勝利」を感じさせてくれる出来事です。 

困窮し、絶望している人たちのところに「王が来た」となれば「慰めや励まし」はもちろんの 

こと、その絶望や困窮についての解決策も必ずもたらしてくれるはずです。 

ことに人間の間で選ばれた王ではなく、神がお遣わしくださった王は、主でもあり、 

全ての権力、権能をもった存在であり、すべてのものの上に君臨する存在です。 

ですから、この王があなたのために来られた、私のために来られたという出来事は 

私たちが考える以上に意義深いものなのです。 

救いがその行動の中にすでに実現しているからです。 

王が行動されたら、すべての妨害も、力も粉砕し、そのお方の権威による 

祝福が届くのです。 

 

ルカによる福音書 2章にはシメオンという人のことが書かれています。 
25そのとき、エルサレムにシメオンという人がいた。この人は正しい人で信仰があつく、 
イスラエルの慰められるのを待ち望み、聖霊が彼にとどまっていた。 

 26そして、主が遣わすメシアに会うまでは決して死なない、とのお告げを 



聖霊から受けていた。  
27シメオンが“霊”に導かれて神殿の境内に入って来たとき、両親は、 

幼子のために律法の規定どおりにいけにえを献げようとして、 

イエスを連れて来た。 

 28シメオンは幼子を腕に抱き、神をたたえて言った。 
29「主よ、今こそあなたは、お言葉どおり 

この僕を安らかに去らせてくださいます。 

30わたしはこの目であなたの救いを見たからです。 
31 これは万民のために整えてくださった救いで、 

32異邦人を照らす啓示の光、 
あなたの民イスラエルの誉れです。」 

 

イエス様が神殿に詣でて献げられたのは生後 40日過ぎてからのことですが 

その乳児を見て老人シメオンは 

29「主よ、今こそあなたは、お言葉どおり 

この僕を安らかに去らせてくださいます。 

30わたしはこの目であなたの救いを見たからです。 
 

「私はこの目で神の救いを見た」と喜びの声をあげています。 

つまり「王が来た」「救い主が来た」こと自体のなかに 

救いの到来を確信しているのです。 

 

「イエス様が来てくださった」 

それは神の愛が届き、王である方が来てくださったということになり 

「救い」が明らかに提示されているのです。 

イエス様の存在、イエス様の到来は、「救い主の到来」ですが、まさに、 

「私たちの救い」の到来として受け取られるべき内容なのです。 

 

私たちには悲しみがあり悩みがあり苦労があります。 

しかしすべてを収める王が来てくださったのです。 

それゆえ「救い」は届いているのです。 

つまり私たちの苦難や悲しみは決して永遠に続くものではなく 

必ず、王であるイエス様によって「解放」の時がもたらされるのです。 

救い主、王であるイエス様が来てくださったからです。 

信じましょう。 

＊＊＊＊ 

Youtubeでの礼拝説教は 

https://youtu.be/OC__zZmwSaI 

https://youtu.be/OC__zZmwSaI

